
働大臣の３大臣合意により立ち上げた「認定こ
ども園制度の在り方に関する検討会」において、
①財政支援の充実、②二重行政の解消、③教育
と保育の総合的な提供の推進、④家庭や地域の
子育て支援機能の強化、⑤質の維持・向上への
対応などへの対応などの認定こども園における
課題について議論を進め、２１年３月に報告を取
りまとめた。２１年度においては、報告書におい
て指摘された課題について、対応可能なものか
ら取り組み、その解消を図っているところであ
る。

（７）地域福祉計画の策定の支援
福祉サービスを必要とする高齢者を含めた地

域住民が、地域社会を構成する一員として日常
生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる
分野の活動に参加する機会が与えられるよう地
域福祉の推進に努めている。このため、福祉
サービスの適切な利用の推進や福祉事業の健全
な発達、地域福祉活動への住民参加の促進等を
盛り込んだ地域福祉計画の策定を支援してい
る。
なお、平成２１年３月末時点で計画が策定済み

の自治体は、７８３（４３．５％）であり、前回２０年
３月末時点調査の６９８（３８．４％）から５．１％増え
た。また、今後策定を予定している自治体を含
めると、１，０９０（６０．５％）となった。

３ 学習・社会参加

「学習・社会参加」分野については、高齢社
会対策大綱において、次のような方針を明らか
にしている。

高齢社会においては、価値観が多様化す
る中で、学習を通じての心の豊かさや生き
がいの充足の機会が求められ、経済社会の

変化に対応して絶えず新たな知識や技術を
習得する機会が必要とされることから、生
涯のいつでも自由に学習機会を選択して学
ぶことができ、その成果が適切に評価され
る生涯学習社会の形成を目指す。
また、高齢者が年齢にとらわれることな

く、他の世代とともに社会の重要な一員と
して、生きがいを持って活躍できるよう、
ボランティア活動を始めとする高齢者の社
会参加活動を促進するとともに、高齢者が
自由時間を有効に活用し、充実して過ごせ
る条件の整備を図る。
さらに、ボランティア活動を始めとする

NPO等やシルバー人材センターにおいて
行う活動は、自己実現への欲求及び地域社
会への参加意欲を充足させるとともに、福
祉に厚みを加えるなど地域社会に貢献し、
世代間、世代内の人々の交流を深めて世代
間連帯や相互扶助の意識を醸成するもので
あることから、誰もが、いつでも、どこで
も、気軽に活動に参加できるよう、自発性
を尊重しつつ、基盤の整備を図る。

（１）生涯学習社会の形成
ア 生涯学習の推進体制と基盤の整備
（ア）生涯学習の推進体制の整備
「生涯学習の振興のための施策の推進体制等

の整備に関する法律」（平成２年法律第７１号）
や中央教育審議会の答申等に基づき、生涯学習
社会の実現に向けた取組を促進するとともに、
新たな地域づくりのための施策の企画の提案
や、相談対応、地域づくりの取組の全国への普
及などを促進している（図２－３－１４）。

（イ）生涯学習の基盤の整備
生涯学習の一層の振興を図るため、開催都道


